
ムーンショットプロジェクトの目指す2050年の社会とは

◼ 多種多様な複数のAIロボットが公益施設※等さまざまな

場所に社会インフラとして設置・整備され，誰でもそ

れらのAIロボット群の支援・サービスを受けて共生す

ることができる社会
※商業施設，文化施設，観光施設，スポーツ施設，介護施設，病院，保育施設，他

◼ 利用場所やタスク，利用者に合わせて適切なロボット

が選択され，形状や機能が利用者に適応することで目

的の支援・サービスを過不足なく提供することが可能

な適応自在AIロボット群

2050

研究開発項目１

人・ロボット共進化AI開発

ヒトに適切な支援やサービスを提供するために
ロボットがどのようなふるまいをすべきかを導き出すAI

研究開発項目３

共進化AIロボット群社会実装

AIとロボットハードウエアが相互に進化し，日常生活で
AIロボット群を当たり前に使えるようにする社会実装

2030
誰もが日々の生活だけでなく，旅行，スポーツ等へ意欲的に

参加できる活力ある社会の原動力を創成できることを目指し、

特定の環境下で個々のユーザやニーズに合わせて

形態・機能が変化し適切なサービスを提供する

適応自在AIロボットを開発する。

特に介護現場を利用して実証を行う

• 受け皿の不足：特別養護老人ホームに入所したくてもできない人の数：約30万人（2019.4.1時点）

• 担い手の不足：2035年には約80万人の介護人材不足との報告

• 成人期～壮年期の離職の原因にも：2017年には約9万人が「介護・看護」を理由に退職

超高齢化社会の課題解決に向けて
両輪を見据えた社会実装

ムーンショットとして未来に
活用できる新しく画期的な

解決策

近い将来に適応できる
現実的な解決策
（スピンアウト）

3

◼ 複数のAIロボット群が利用者との相互作用や共生の経験を

蓄積し活用することで，形状や機能が異なるAIロボット

であっても個々の利用者に適応し，人生に寄り添った支

援・サービスを提供する

◼ 適応自在AIロボット群による人生に寄り添った過不足のな

い支援・サービスを通じて，利用者の自己効力感が向上し，

主体的・積極的な社会参画を促す

研究開発項目２

適応自在AIロボット開発

ヒトに安全かつ適切な支援を提供するための
ロボットハードウエア

※Nimbus:
地上におりた神の周囲を取り巻く光の雲
人の身辺や物の周囲に漂っている雰囲気

（リーダーズ英和辞典）

筋斗雲（Flying Nimbus）
• 呼ぶとどこからともなく飛んでくる
• 搭乗者の意思で方向やスピード・高度を

コントロールすることが可能

如意棒
• 持ち主の意に従い自在に伸縮
• 遠くのものに手が届く
• 体を支えるほどに高強度

スポーツ 介護・リハビリテーション

個人の特性・状態に応じた
コーチングスキルや療法士スキル

（アドバイスや支援）
個人適応型支援・サービス
• 適切なタスク選択
• 各タスク目標設定
• AIロボットの支援形態・

ふるまい決定

AIロボット群による
継続的かつ途切れのない

見守り

自己効力感向上学習AI

今まで気づかなかった新しい
支援やサービスの発見による

熟練者の技能向上

AI・支援者共進化

支援者スキル向上学習AI

ユーザの主観的感覚の推定
• 運動主体感／自己効力感推定
• 成功体験の記憶モデル

熟練者と同等の支援をAIロボットで実現

AI・ユーザ共進化

New idea! 適応自在AIロボット群（2050年）
各Robotics Nimbusやその統合はもちろん，
本プロジェクトに依らず開発される
AIロボット・センサ群を連携することで，
人・環境に適応した支援・サービスを提供

各種Robotic Nimbus事業化
(2030年～2050年）

スピンオフ

Robotic 
Nimbus群
（2030年）

Holder
×

Wear
（下肢）

Holder
×

Limb
（上肢）

Nimbus Holder

ヒトをやさしく
かつしっかり支える

歩行や立ち上がり動作などで
安定した動作支援を実現

Nimbus Limbs

伸縮自在の
第3/第4の腕や脚

人間の運動/作業能力を拡張

Nimbus Wear

着心地制御が可能な
センシングウエア

人間の意思・意図を推定
動作・作業の軽アシスト
リラックス・快適性

Limb
（上肢）

×
Wear
（上肢）

実証実験環境
（リビングラボ）整備と
社会実証シナリオ作成

ヒトに
「自分はできた」と
錯覚させる支援の

倫理的評価

開発AIロボットの
安全評価基準と

リスク・アセスメント
手法の構築

プライバシーを考慮した
情報管理・運用方法の構築

標準化を見据えた
開発コンセプト設計

• 適応自在AIロボット群から支援ロボットを自動選択

• 複数の適応自在AIロボットによる協調支援

• 適応自在AIロボットの支援形態自動変化

• 適応自在AIロボットの支援パラメータ自動調整

自己組織化的社会実装AI

Request
Select & Service

Select & Service

Request

適応自在AIロボット群
柔らかくも固くもなり，しなやかさも調整が
可能なアクチュエータ・機構を持つロボット
ハードウエア開発と，それらハードウエアに
適応したセンシング・制御技術開発

人・ロボット共進化AI

過剰な支援を行わず，人の残存・潜在
能力を活かした支援技術開発

• このロボットがいれば自分でできると思わせる
• 最終的には，このロボットがいなくても自分で

できると思わせる

自己組織化的社会実装AI

どのAIロボットが，いつ，どこで，
だれの，何を，どのように支援するかを
自動決定するシミュレーション技術開発

2050
適用場所を限定せず
多様な支援を実現

個人の人生に寄り添う
AIロボット群
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